第１０１回エフエムぬまづ番組審議会議事録
１．開催年月日　　　　　平成２７年３月１３日（金）午後６時～
２．開催場所　　　　　沼津市魚町１番地サンフロントビル　３Ｆ　会議室

３．委員の出欠
委員総数　　　６名
出席者数　　 ４名
欠席者数　   ２名　　
出席委員氏名　　　清水　義一
　　　　　　　　　荻生　昌平
　　　　　　　　　千野　慎一郎

　　　　　　　　　保坂　典子 
　　　　　　　　　　　　　       　　　
　　　　　　　　　　        
　　　　　 　　

放送事業者出席者　佐藤　恭平、　市川　隆義

４．議　　題
平成２６年１１月８日（土）　１９：００～１９：３０（放送）
　　　　　
番組名　「潮風の中で」
５． eq \o\ad(審議内容,　　　　　)
（会社側：佐藤）　審議委員の皆様、お忙しい中ご出席賜り、誠にありがとうございます。本日は第１０１回エフエムぬまづ番組審議会になります。本日は井上純代先生、川口真澄先生の２名が欠席です。お聴きいただく番組は昨年１１月８日に放送しました「潮風の中で」です。この番組は沼津市の港の中にある沼津港町教会の牧師さんが月２回の第２、第４週に３０分の番組としてお話しをしていただいています。今回は東日本大震災の宮城県の被災地を牧師さんがボランティアで訪問された時のお話です。本日は委員４名出席で過半数を満たしておりますので番組審議会は成立しております。

ご審議の程宜しくお願いいたします。　それではお聴き下さい。
（　番　組　聴　取　）・・・
　　（会社側：佐藤）　それでは、清水委員長、ご審議の程よろしくお願いいたします。

（清水委員長）　　それでは千野さんからお願いします。

（千野委員）　　　牧師さんの声はソフトでお話も慣れておりますので上手であり、ボランティア時の体験談話で内容もあり大変良かった。この番組は何年ぐらいやっているのですか？
（会社側：佐藤）　１０年以上の長寿番組です。以前は月１回で放送しておりましたが、昨年の春からは月２回で放送しております。牧師さんはお忙しくて収録も遅い時間ですのでなかなかお会いできませんが非常にまじめな方です。
（保坂委員）　　　やはり牧師さんで非常に落ち着いた話し方でもう一人のお話をされていた方も落ち着いた話し方でした。私は教会に行かないので少し慣れなかった。放送日が土曜日の夜７時ですがどんな感じですか？
（会社側：佐藤）　ちょうど夕飯時だと思いますね。食事をしながら番組を聴いていただけるといいですね。

（清水委員長）　　夕飯時ですとやはりテレビを見る方が多いと思います。やはり車を運転している方が聴いているのが多いと思いますね。
（会社側：佐藤）　番組がキリスト教の番組で沼津でも関係者も多く、牧師さんも色々な方が出演していただいておりますので、キリスト教の方々が目的を持って聴いている方も多いと思います。
（保坂委員）　　　選曲がほかの番組と比べ、キリスト教の関係で賛美歌なども入りかなり特徴があると思います。３曲かかったのですが、２曲目がタイトルだけで説明がなかったのでいい曲なので説明が欲しかった。
（荻生委員）　　　教会に関わっている方なので、全体的にソフトで説得型であった。教会が港町教会で沼津の港にあり同じ災害に受けやすい土地にあり、それも兼ねて訪問したと思います。災害にあった時の人間の持っている強さとか、８０年前の三陸津波の災害を後世に伝えようとしたが薄れてしまうなど、人間の弱さなどといった人間の原点、歴史から学んでほしい。このようなことを訴えていたと思います。
（清水委員長）　　災害への考え方は人によって見解が違いますね。牧師さんの見方はクリスチャンの見方があります。ボランティアにもただ行けばいいではないということを牧師さんも勉強になったと思います。番組で話をすることで聴視者の方にも知ってもらうことで意義があると思いました。　　

　　　　　　　　　本日はこれで終わります。次回は５月１５日金曜日でお願いいたします。
　　　　　　　　

　　　　　　　
(会社側：佐藤) 　本日は大変ありがとうございました。

６．審議会での意見についてとった措置について
　　各委員からの意見や感想については今後の自社制作番組に生かし、より良い番組作りをする　検討材料としました。

　　　

７．審議会の内容の公表
　　　弊社ホームページにて公表する。
　　　

８．その他の参考事項
　　　

次回の番組審議会は平成２７年５月１５日（金）午後６時より行う予定です。
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